
豚産肉能力検定による種雄豚の選抜

[要約］デュロッ立種、重_望Jﾐー ﾋﾆＺ種、大星L二煙竺二種の３品種について産因

能力検定を実施したところ、合格率は92.7％と高く、その内、デュロック種は42頭、

ランドレース種は７頭、大ヨークシャー種は２頭を種雄豚として選抜した。
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［背景・ねらい］

本県の種豚の改良を促進するため、県内の指定種豚場から生産されたデュロック種、ラ

ンドレース種、大ヨークシャー種の３品種について、豚産肉能力併用検定（検定豚：雄１

頭、調査豚：検定豚と同腹の去勢と雌の各１頭）を実施し、産肉能力の高い種雄豚の選抜

を行う。

［成果の内容・特徴］

①デュロック種では、検定豚の１日増体量は8169,ロース断面積は３７cm2で、特に１日増

体量は高い能力を示している（表１）。また検定した４４頭中４２頭が合格し、95.5％の

高い合格率である（表２）。

②ランドレース種では、検定豚の１日増体量は7949,ロース断面積は３４cm2で、両形質と

も優れている（表１）。また検定した８頭中７頭が合格し、合格率は87.5％である（表２）

◎

③大ヨークシャー種では、検定豚の１日増体量は8289、ロース断面積は42.7cm2で、両形質

とも優れている（表１）。

［成果の活用面・留意点］

検定成績は指定種豚場の種豚の交配、選抜の行政指導資料にする。また検定合格豚は県

内の養豚農家で利用することにより、産肉形質の改善や肉質の向上が期待できる。
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[具体的データ］

表１産肉能力併用検定の成績 (平成２～４年）

項 目

検定頭数

検定豚１日増体量(9)

ロース断面積(cm2）

背脂肪厚(c､）

調査豚１日増体量(9)

背腰長ＩI(c､）

ロース断面積(Cm2）

ハム割合(%）

背脂肪厚(c､）

デュロックランドレース大ヨークシャー

４２

８１６±８９

３７．０±３．４

１．８±０．４

７５４±９６

６７．３±１．８

２３．９±３．０

３１．７±０．７

２．５±０．３

７

７９４±７０

３４．０±２．７

２．０±０．５

７３２±４８

７１．３±１．２

１９．８±１．７

３１．２±０．６

２．８±０．３

３

８２８±１６１

４２．７±５．４

１．５±０．３

５６７±６５

６９．２±２．２

２３．５±１．６

３０．３±０．８

２．６±０．２

注）①ﾛーｽ断面積は、検定豚：体長の1/2部位、調査豚：4-5胸椎間
②背脂肪厚は、検定豚：体長の1/2部位、調査豚：３部位の平均値
③背腰長11は、最後腰椎から第１胸椎までの長さ

④ハム割合は、ハム重量が半丸枝肉に占める割合

表２検定豚の総合判定の内訳

亨亙~雨~５ラランドレース大ヨークシャー計割合
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計 ４４頭 ８頭 ３頭 ５５頭100.0％

注）①検定豚の総合判定は検定豚自身と兄弟の調査豚成績を判定基準に照らし、相対重
要度、調整係数を掛けて合計した得点である。

②Ａﾗﾝｸ:50点～42点Ｂﾗﾝｸ:42点未満～34点Ｃﾗﾝｸ:34点未満～26点Ｄﾗﾝｸ:26点
未満～18点Ｅﾗﾝｸ:18点未満～10点
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